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(57)【要約】
　本発明は、超音波撮像システム１０を形成するように
コンソール装置１６、１８と一緒に使用する超音波画像
取得装置４６及び対応する方法に関する。超音波画像取
得装置４６は、特に、前記超音波画像取得装置の動作モ
ードを認識する認識装置を有し、前記認識装置は、コン
ソール装置１６、１８のタイプ及び／又はインタフェー
ス５０の利用可能な通信規格に依存して前記動作モード
を認識する。これにより、二重目的画像取得プローブ１
４が、提供されうる。



(2) JP 2016-512446 A 2016.4.28

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波撮像システムを形成するようにコンソール装置と一緒に使用する超音波画像取得
装置において、
　超音波受信信号を提供するトランスデューサアレイと、
　前記トランスデューサアレイを制御し、前記超音波受信信号を受信し、画像信号を提供
するビームフォーマ、及び前記画像信号を受信し、画像データを提供する信号プロセッサ
を持つ画像取得ハードウェアアセンブリと、
　前記超音波画像取得装置をコンソール装置と接続するインタフェースと、
　前記超音波画像取得装置の動作モードを認識する認識装置であって、前記コンソール装
置のタイプ及び／又は前記インタフェースの利用可能な通信規格に依存して前記動作モー
ドを認識する認識装置と、
を有する超音波画像取得装置。
【請求項２】
　前記画像取得装置が、前記トランスデューサアレイ及び／又は前記画像取得ハードウェ
アアセンブリを、前記認識された動作モードに基づいて少なくとも２つの動作状態の間で
切り替える、請求項１に記載の超音波画像取得装置。
【請求項３】
　前記画像取得装置が、前記トランスデューサアレイ及び／又は前記画像取得ハードウェ
アアセンブリを少なくとも第１の動作状態と第２の動作状態との間で切り替え、前記第１
の動作状態において、前記トランスデューサアレイ及び／又は前記画像取得ハードウェア
アセンブリが、前記第２の動作状態より多くの電力を消費する、請求項２に記載の超音波
画像取得装置。
【請求項４】
　前記インタフェースが、少なくとも２つの通信規格をサポートする、請求項２に記載の
超音波画像取得装置。
【請求項５】
　前記画像取得装置が、前記インタフェースを、前記第１の動作モードにおいて第１の通
信規格に、及び前記第２の動作モードにおいて第２の通信規格に切り替え、前記第１の通
信規格が、前記第２の通信規格より高いデータ転送レートを持つ、請求項２に記載の超音
波画像取得装置。
【請求項６】
　前記コンソール装置の第１の認識可能なタイプが、モバイルコンソールであり、前記コ
ンソール装置の第２の認識可能なタイプが、カート支持コンソールである、請求項１に記
載の超音波画像取得装置。
【請求項７】
　前記第１の動作状態が、二次元平面超音波画像取得を可能にし、前記第２の動作状態が
、三次元体積超音波画像取得を可能にする、請求項２に記載の超音波画像取得装置。
【請求項８】
　前記超音波取得装置が、プローブハウジングを持つポータブルプローブであり、前記ト
ランスデューサアレイ及び前記画像取得ハードウェアアセンブリが、前記プローブハウジ
ング内に配置される、請求項１に記載の超音波画像取得装置。
【請求項９】
　前記超音波画像取得装置が、前記画像データを受信し、表示データを提供する画像プロ
セッサを有する、請求項１に記載の超音波画像取得装置。
【請求項１０】
　前記超音波画像取得装置が、マスタビームフォーマ及び複数のマイクロビームフォーマ
を有する、請求項１に記載の超音波画像取得装置。
【請求項１１】
　前記インタフェースが、ケーブル接続インタフェースであり、前記インタフェースが、
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前記超音波画像取得装置に電力供給する電力線を持つ、請求項１に記載の超音波画像取得
装置。
【請求項１２】
　超音波画像を提供する超音波撮像システムにおいて、前記超音波撮像システムが、請求
項１に記載の超音波画像取得装置と、ディスプレイ及び入力装置を持つコンソール装置と
を有し、前記コンソール装置及び前記超音波画像取得装置が、前記インタフェースを介し
て接続される、超音波撮像システム。
【請求項１３】
　前記コンソール装置が、モバイルコンソール又はカート支持コンソールのいずれかであ
り、前記モバイルコンソールが、前記モバイルコンソールを動作する中央処理ユニットと
、前記表示データを受信し、画像を提供する表示ユニットとを有し、前記カート支持コン
ソールが、他の画像取得及び処理ハードウェアアセンブリを有し、前記他の画像取得及び
処理ハードウェアアセンブリが、前記トランスデューサアレイを制御し、前記超音波受信
信号を受信し、画像信号を提供するビームフォーマと、前記画像信号を受信し、画像デー
タを提供する信号プロセッサと、前記信号プロセッサから前記画像データを受信し、表示
データを提供する画像プロセッサとからなるグループの少なくとも１つを有する、請求項
１２に記載の超音波撮像システム。
【請求項１４】
　超音波画像を提供する超音波画像取得キットにおいて、前記超音波画像取得キットが、
請求項１に記載の超音波画像取得装置と、少なくとも２つのコンソール装置とを有し、前
記コンソール装置の１つが、モバイルコンソールであり、前記コンソール装置の他のもの
が、カート支持コンソールであり、前記超音波画像取得装置が、前記インタフェースを介
して前記コンソール装置の１つに接続可能である、超音波画像取得キット。
【請求項１５】
　超音波画像取得に対する動作状態を特定する方法において、
　請求項１に記載の超音波画像取得装置を提供するステップと、
　前記超音波画像取得装置をコンソール装置に接続するステップと、
　前記超音波画像取得装置の前記認識装置により前記コンソール装置のタイプに依存して
動作モードを認識するステップと、
　前記認識された動作モードに基づいて前記トランスデューサアレイ及び／又は前記画像
取得ハードウェアアセンブリを少なくとも２つの動作状態の間で切り替えるステップと、
を有する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波撮像システムを形成するようにコンソール装置と一緒に使用する超音
波画像取得装置に関する。更に、本発明は、解剖学的部位、例えば患者の身体内の解剖学
的ビューを提供する超音波撮像システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波撮像システムは、当技術分野において幅広く知られている。これらは、特に、患
者の身体内のビューの解剖学的撮像を提供するのに使用される。患者の身体の二次元及び
三次元撮像の両方が、外科的ステップの必要なしに患者の身体の部位を見る医師に対する
信頼できるツールを提供することが知られている。
【０００３】
　三次元超音波撮像又は体積撮像において、三次元画像の取得は、関心体積を通る多くの
二次元スキャンを行うことにより達成されうる。したがって、隣り合う複数の二次元画像
が、取得される。適切な画像処理により、関心体積の三次元画像は、前記複数の二次元画
像から構築されることができる。前記複数の二次元画像から取得された三次元情報は、前
記超音波システムのユーザに対してディスプレイ上に適切な形で表示される。
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【０００４】
　更に、いわゆるライブ三次元撮像、又は４Ｄ撮像が、しばしば、臨床的応用において使
用される。ライブ三次元撮像において、体積のリアルタイムビューが、取得されることが
でき、ユーザが解剖学的部位の移動する部分、例えば鼓動する心臓又は他の器官を見るこ
とを可能にする。
【０００５】
　超音波撮像システムは、典型的には、特定の場所に固定されてもよく、異なる場所にお
ける順応性のある使用を提供するようにローラ上で移動可能である完全なステーションで
ある。前記超音波撮像システムは、超音波画像を取得するのに必要とされる全てのコンポ
ーネント、すなわち入力装置、表示装置、前記超音波撮像システムを実行するのに必要と
されるコンピュータハードウェア及び前記超音波画像を取得、レンダリング及び表示する
特定のソフトウェアを提供する。更に、前記超音波撮像システムは、手動又は自動のいず
れかで患者の身体をスキャンする一又は二次元トランスデューサアレイを持つ少なくとも
１つのプローブを有する。三次元撮像を提供するために、プローブは、スキャンラインを
三次元空間において電子的にステアリングするように二次元トランスデューサアレイを使
用しうる。代わりに、一次元トランスデューサアレイを使用して、前記アレイは、スキャ
ンラインを三次元空間においてステアリングするようにモータを用いて手動で又は自動的
にスキャンされうる。
【０００６】
　もちろん、上述の全てのコンポーネントを有する完全にセットアップされた超音波撮像
システムを提供することは、これらのシステムを比較的高価にするだけでなく、大きく、
重く、医療現場において移動するのに不便にする。
【０００７】
　更に、モバイル計算装置が、一般に既知であり、ここ数年で臨床的応用を通じて広がっ
ている。最近、携帯電話、タブレット、パーソナルコンピュータ及びノートパソコンが、
様々な応用及び場所に独立なネットワークアクセスを提供するのに大いに使用されている
。これらのモバイルコンソールは、着実に増大するハードウェア性能レベル、使用しやす
いインタフェース及び増加する解像度及び品質を持つディスプレイを持つ。しかしながら
、バッテリパワー及びバッテリ寿命が、このような装置に対する制約でありうる。
【０００８】
　最近の進歩は、このようなモバイル装置の機能性を強化した。
【０００９】
　文献ＷＯ２００６／１１８７３Ａ２は、ファームウェアデータにより設定可能であるア
ナログ及び／又はデジタルコンポーネントを含む超音波診断撮像システムを開示している
。超音波プローブは、前記プローブとともに動作する超音波システムのプログラム可能な
装置を設定するファームウェアデータを含む。前記ファームウェアデータは、前記プロー
ブからアップロードされ、実行時に前記プローブとともに動作する前記アナログ及び／又
はデジタルコンポーネントを設定するのに使用される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　コスト、携帯性及び多目的機能性に関して超音波撮像システムを更に改良する要望が存
在する。
【００１１】
　本発明の目的は、改良された超音波画像取得装置及び改良された超音波撮像システムを
提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の第１の態様において、超音波撮像システムを形成するようにコンソール装置と
一緒に使用する超音波画像取得装置が、提示され、前記超音波画像取得装置は、超音波受
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信信号を提供するように構成されるトランスデューサアレイと、前記トランスデューサア
レイを制御するように構成され、前記超音波受信信号を受信し、画像信号を提供するよう
に更に構成されるビームフォーマ、及び前記画像信号を受信し、画像データを提供するよ
うに構成される信号プロセッサを持つ画像取得ハードウェアアセンブリと、前記超音波画
像取得装置をコンソール装置と接続するインタフェースと、前記超音波画像取得装置の動
作モードを認識する認識装置とを有し、前記認識装置は、前記コンソール装置のタイプ及
び／又は前記インタフェースの利用可能な通信規格に依存して前記動作モードを認識する
ように構成される。
【００１３】
　本発明の他の態様において、超音波画像を提供する超音波撮像システムが、提示され、
前記超音波撮像システムは、超音波受信信号を提供するように構成されるトランスデュー
サアレイと、前記トランスデューサアレイを制御するように構成され、前記超音波受信信
号を受信し、画像データを提供するように更に構成されるビームフォーマ、及び前記画像
信号を受信し、画像データを提供するように構成される信号プロセッサを持つ画像取得ハ
ードウェアアセンブリと、前記超音波画像取得装置をコンソール装置と接続するインタフ
ェースと、前記超音波画像取得装置の動作モードを認識する認識装置であって、前記コン
ソール装置のタイプ及び／又は前記インタフェースの利用可能な通信規格に依存して前記
動作モードを認識するように構成される認識装置とを有する前記超音波画像取得装置、並
びにディスプレイ及び入力装置を持つコンソール装置であって、前記コンソール装置及び
前記超音波画像取得装置が、前記インタフェースを介して接続される、コンソール装置を
有する。
【００１４】
　本発明の他の態様において、超音波画像を提供する超音波画像取得キットは、超音波受
信信号を提供するように構成されるトランスデューサアレイと、前記トランスデューサア
レイを制御するように構成され、前記超音波受信信号を受信し、画像信号を提供するよう
に更に構成されるビームフォーマ、及び前記画像信号を受信し、画像データを提供するよ
うに構成される信号プロセッサを持つ画像取得ハードウェアアセンブリと、超音波画像取
得装置をコンソール装置と接続するインタフェースと、前記超音波画像取得装置の動作モ
ードを認識する認識装置であって、前記コンソール装置のタイプ及び／又は前記インタフ
ェースの利用可能な通信規格に依存して前記動作モードを認識するように構成される認識
装置とを有する超音波画像取得装置、並びに少なくとも２つのコンソール装置を有し、前
記コンソール装置の１つは、モバイルコンソールであり、前記コンソール装置の他のもの
は、カート支持（cart-supported）コンソールであり、前記超音波画像取得装置が、前記
インタフェースを介して前記コンソール装置の１つに接続可能である。
【００１５】
　本発明の他の態様において、超音波画像取得に対する動作状態を特定する方法が提供さ
れ、前記方法は、超音波受信信号を提供するように構成されるトランスデューサアレイと
、前記トランスデューサアレイを制御するように構成され、前記超音波受信信号を受信し
、画像信号を提供するように更に構成されるビームフォーマ、及び前記画像信号を受信し
、画像データを提供するように構成される信号プロセッサを持つ画像取得ハードウェアア
センブリと、超音波画像取得装置をコンソール装置と接続するインタフェースと、前記超
音波画像取得装置の動作モードを認識する認識装置であって、前記コンソール装置のタイ
プ及び／又は前記インタフェースの利用可能な通信規格に依存して前記動作モードを認識
するように構成される認識装置とを有する超音波画像取得装置を提供するステップと、前
記超音波画像取得装置をコンソール装置に接続するステップと、前記超音波画像取得装置
の前記認識装置により前記コンソール装置のタイプに依存して動作モードを認識するステ
ップと、前記トランスデューサアレイ及び／又は前記画像取得ハードウェアアセンブリを
、前記認識された動作モードに基づいて少なくとも２つの動作状態の間で切り替えるステ
ップとを有する。
【００１６】
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　本発明の基本的なアイデアは、少なくとも２つの目的、特に、強力なＣＰＵ及びグラフ
ィックス機器を含む高性能かつ好ましくはカート支持ホストシステムに接続される場合に
高性能な二次元又は三次元撮像、及びあまり強力でないＣＰＵ及びグラフィックス機器を
持つ民生品（ＣＯＴＳ）ポータブルモバイル装置、例えばタブレットに接続される場合に
低性能な二次元又はマルチプレーン撮像を持つ超音波プローブを提供することである。例
えば、前記インタフェースは、コンソール装置の対応するインタフェースに備えられる場
合にＵＳＢ２．０動作モードの速度及び低パワーに自動的に切り替わるので、ＵＳＢ（ユ
ニバーサルシリアルバス）３．０規格に埋め込まれることができる。更に、提案されたプ
ローブは、前記ホストの処理及びグラフィックス性能に適合することができるように、全
ての超音波取得ハードウェアを前記プローブ自体に入れることを頼りにしてもよい。所有
のコストは、いずれかのホストとともに使用する単一のプローブを持つことにより減少さ
れうる。更に、このようなモバイル超音波画像取得機器は、臨床環境における超音波撮像
の使用を、より便利にする。
【００１７】
　前記画像取得装置、例えばポータブルプローブは、前記ホストの処理及びグラフィック
ス性能に自動的に適合することができるので、「スマートプローブ」と命名されてもよい
。
【００１８】
　所有のコストは、更に減少される。臨床医は、変化する形状因子及び性能レベルを持つ
システム上で使用する単に１つのプローブを所有及び運搬する。高度な検査に対して、臨
床医は、カートベースのシステムに前記プローブを差し込んでもよく、高性能撮像、二次
元平面及び三次元体積レンダリングにアクセスすることができる。モバイル高速検査に対
して、臨床医は、同じプローブをタブレット又は埋め込まれたパーソナルコンピュータを
持つPhililps MX 800のような患者モニタ、又はＣＯＴＳハンドヘルド装置に差し込んで
もよい。前記ホストシステムのいずれも、前記プローブ内に設けられうるので、超音波取
得ハードウェアを含まなくてもよい。典型的には、コンソール装置として、より大きなカ
ート支持システムは、非スマート（受動型）プローブとも互換性があるので、他の超音波
取得ハードウェアを含んでいそうである。モバイル装置のような小さなホストは、特に、
独自の取得ハードウェアを持たず、したがって小さく、安価である。したがって、このよ
うなモバイル装置は、低いフレームレートにおいて、低い後処理を持ち、単純な応用を持
つ単純な二次元及びマルチプレーン撮像を提供しうる。更に、このモバイル構成は、より
少ない次元で、より低いフレームレートで、及びより単純でより低い性能の画像ディスプ
レイによる、より低い取得信号処理でスキャンする場合に、より少ない電力を消費するの
で、前記プローブの電力消費及び損失を低下しうる。
【００１９】
　本発明の好適な実施例は、従属請求項において規定される。請求された方法が、従属請
求項に規定される及び請求された装置と同様及び／又は同一の好適な実施例を持つと理解
されるべきである。
【００２０】
　一実施例において、前記画像取得装置は、前記トランスデューサアレイ及び／又は前記
画像取得ハードウェアアセンブリを、前記認識された動作モードに基づいて少なくとも２
つの動作状態の間で切り替えるように構成される。したがって、前記トランスデューサア
レイ及び／又は前記画像取得ハードウェアアセンブリは、２つの異なる状態、すなわち、
高性能超音波撮像、特に三次元体積レンダリングに対する状態、及び低性能超音波撮像、
例えば単なる二次元平面撮像に対する第２の状態で動作されうる。これにより、モバイル
コンソールに接続されたもの、例えば、前記超音波画像取得装置は、より低い電力を消費
する状態に切り替えられうる。
【００２１】
　他の実施例において、前記画像取得装置は、少なくとも第１の動作状態と第２の動作状
態との間で前記トランスデューサアレイ及び／又は前記画像取得ハードウェアアセンブリ
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を切り替えるように構成され、前記第１の動作状態において、前記トランスデューサアレ
イ及び／又は前記画像取得ハードウェアアセンブリは、前記第２の動作状態より多い電力
を消費する。これにより、モバイル装置に接続される場合に、かなりの電力が節約される
ことができる。この場合、前記超音波画像取得装置全体が、モバイルコンソールのバッテ
リによりバッテリ給電されうる。
【００２２】
　他の実施例において、前記インタフェースは、少なくとも２つの通信規格をサポートす
るように構成される。これにより、動作モードの認識は、利用可能な通信規格により認識
されうる。例えば、前記インタフェースが、ＵＳＢ３．０及びＵＳＢ２．０規格で動作す
ることができる場合、前記通信規格のプロトコルは、前記超音波画像取得装置が取り付け
られたコンソール装置のタイプを識別するのに使用されうる。ＵＳＢ２．０規格の確立の
みが、前記インタフェースを介する通信に対して可能であるべきである場合、モバイル装
置のみが接続されていると結論付けられることができる。更に、例えば、ＵＳＢ３．０規
格が、前記インタフェースを解する通信に対して確立されることができる場合、高い転送
速度により、高性能超音波撮像が可能であることが結論付けられることができる。更に、
ＵＳＢ３．０規格は、インタフェースポートにおいてＵＳＢ２．０より多くの電力を提供
するので、前記画像取得装置の電力消費は、ＵＳＢ３．０インタフェースに接続される場
合に、これに応じて増大され、より高いフレームレートのスキャン及びより多くの信号取
得処理を可能にしうる。
【００２３】
　他の実施例において、前記画像取得装置は、前記インタフェースを、前記第１の動作モ
ードにおいて第１の通信規格に、及び前記第２の動作モードにおいて第２の通信規格に切
り替えるように構成され、前記第１の通信規格は、前記第２の通信規格より高いデータ転
送速度を持つ。これにより、以前に説明されたように、前記動作モードの認識は、前記コ
ンソール装置と前記画像取得装置との間の可能な通信プロトコルを識別することにより達
成されてもよい。
【００２４】
　他の実施例において、前記コンソール装置の第１の認識可能なタイプは、モバイルコン
ソールであり、前記コンソール装置の第２の認識可能なタイプは、カート支持コンソール
である。したがって、前記超音波画像取得装置は、取り付けられたコンソール装置のタイ
プを認識するように構成されうる。これは、前記画像取得装置の前記認識装置により前記
コンソール装置内の識別要素又は認識パートナ要素のタイプを読み出すことにより行われ
うる。「モバイルコンソール」は、ポータブルコンソールとして理解されてもよい。「カ
ート支持コンソール」は、非ポータブルコンソールとして理解されてもよい。
【００２５】
　他の実施例において、前記第１の動作状態は、二次元平面超音波画像取得を可能にし、
前記第２の動作状態は、三次元体積超音波画像取得を可能にする。これにより、以前に説
明されたように、前記超音波画像取得装置を、より低い電力消費を持つ状態に選択的に切
り替えることが可能である。
【００２６】
　他の実施例において、前記超音波取得装置は、プローブハウジングを持つポータブルプ
ローブであり、前記トランスデューサアレイ及び前記画像取得ハードウェアアセンブリは
、前記プローブハウジング内に配置される。これにより、いわゆる「スマートプローブ」
が、提供されることができる。全ての超音波固有ハードウェアコンポーネントは、前記プ
ローブハウジング内に配置される。更に、完全に機能する超音波撮像システムを完成する
ためにモバイルコンソールとして民生品装置のみが必要とされる。
【００２７】
　前記プローブの合計電力消費は、５Ｗ以下でありうる。プローブ重量は、２００ｇ以下
でありうる。したがって、プローブとして具現化された前記超音波取得装置を前記コンソ
ール装置に接続することを単に必要とする順応性のあるシステムが、提供されることがで
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きる。全ての超音波画像取得ハードウェアを前記プローブ内に設けることにより、前記イ
ンタフェースの帯域幅は、画像データ及び表示データを前記コンソール装置に送信するの
に十分であることのみを必要とする。したがって、単一の画像が前記コンソール装置に記
憶又は表示するように送信されうるのみならず、前記コンソール装置への前記画像データ
及び／又は表示データのライブストリーミングも可能にされうる。表示データは、ユーザ
選択された利得レベルのようなテキスト情報、又は状態アイコンのようなグラフィックデ
ータを有しうる。
【００２８】
　他の実施例において、前記超音波画像取得装置は、前記画像データを受信し、表示デー
タを提供する画像プロセッサを更に有する。これにより、画像処理は、前記超音波画像取
得装置内で提供されることもでき、前記コンソール装置内にこのような処理機器を設ける
必要が存在しない。
【００２９】
　他の実施例において、前記超音波画像取得装置は、マスタビームフォーマ及び複数のマ
イクロビームフォーマを有する。これにより、マイクロビーム形成及びカスケード（casc
aded）ビーム形成の可能性が提供される。更に、前記インタフェースを介して提供される
ことを必要とされる導線の数が、減少されることができる。
【００３０】
　前記インタフェースは、例えば、レガシー受動プローブに対する百以上の導線に対して
ＵＳＢにおける４つの導線を持ちうる。この現象は、一般に、前記プローブにおける全体
的な超音波取得ハードウェアの存在により、特にカスケード、ビーム形成、増幅、デジタ
ル化、フィルタリング、分析的検出、ロギング、及びオプションとしてスキャン変換段を
含む。これらの段は、ここで、ビーム形成、信号処理、及び画像処理と称される。これら
の処理の結果は、データの帯域幅を、ＵＳＢのようなインタフェース上の送信が可能であ
るレベルまで、大幅に減少させる。一般に、超音波取得処理は、生データの大きな圧縮を
生じ、例えば、各々が約２００Ｍビット／秒で動作するセンサ上の数百（２Ｄアレイ）又
は数千（マトリクスアレイ）の素子からの個別のデータストリームは、典型的には５０Ｍ
ビット／秒以下の単一のデータストリームにビーム形成され、検出される。ＵＳＢインタ
フェース上で送信されるのは、後者のデータストリームである。したがって、特に、前記
インタフェース内の導線の数を大幅に減少させるために前記プローブ内で、ビーム形成及
び信号処理の両方が要求されるが、必ずしも画像処理は要求されない。
【００３１】
　他の実施例において、前記インタフェースは、ケーブル接続インタフェースであり、前
記インタフェースは、前記超音波画像取得装置に電力供給する電力線をも持つ。これによ
り、前記超音波画像取得装置は、更なる外部電力接続を必要としない。前記超音波画像取
得装置は、すでに提供されたインタフェースを介してポート電力供給される。もちろん、
前記超音波画像取得装置は、バッテリにより電力供給されてもよい。
【００３２】
　前記超音波撮像システムの他の実施例において、前記コンソール装置は、モバイルコン
ソールであり、前記モバイルコンソールは、前記モバイルコンソールを動作する中央処理
ユニットと、前記表示データを受信し、前記画像を提供するように構成された表示ユニッ
トとを有する。これにより、モバイルコンソールは、前記超音波撮像システムを形成する
ように前記超音波画像取得装置と一緒に使用されうる。
【００３３】
　他の実施例において、前記コンソール装置は、カート支持コンソールである。更に、前
記カート支持コンソールは、他の画像取得及び処理ハードウェアアセンブリを有してもよ
く、前記他の画像取得及び処理ハードウェアアセンブリは、前記トランスデューサアレイ
を制御するように構成され、前記超音波受信信号を受信し、画像信号を提供するように更
に構成されるビームフォーマ、前記画像信号を受信し、画像データを提供するように構成
される信号プロセッサ、及び前記信号プロセッサから前記画像データを受信し、表示デー
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タを提供するように構成される画像プロセッサからなるグループのうち少なくとも１つを
有する。これにより、前記画像取得装置は、高性能及び超音波画像取得、例えば三次元及
び４Ｄライブ超音波画像取得を提供するように追加の画像取得及び処理ハードウェアアセ
ンブリを使用するように非ポータブルホストに接続されうる。
【００３４】
　非ポータブル又はカート支持コンソール内に存在する取得ハードウェアの利点は、レガ
シー受動トランスデューサプローブ、又は前記スマートプローブより少ない取得ハードウ
ェアを持つプローブの接続を可能にすることである。このように、前記非ポータブルホス
トは、前記スマートプローブと互換性があるが、より古い、あまり一体化されていないプ
ローブとも互換性がありうる。前記非ポータブルホストの追加の画像処理回路は、より高
い品質の及び３Ｄの画像を処理及びレンダリングするのに前記スマートプローブとともに
使用されうる。前記非ポータブルホスト内の前記取得ハードウェアは、例えば、一実施例
において前記スマートプローブとともに使用されなくてもよい。
【００３５】
　既に上で述べられたように、一実施例において、前記インタフェースは、ケーブル接続
インタフェースである。これにより、前記認識装置は、前記コンソール装置のタイプ及び
／又は前記インタフェースの通信規格を容易に検出しうる。
【００３６】
　他の実施例において、前記超音波画像取得装置は、ユーザが前記超音波撮像システムに
命令することを可能にする入力装置を更に有する。これにより、前記超音波撮像システム
に入力を提供することは、前記ユーザが、前記超音波画像取得装置を用いて容易にそうす
ることができるので、容易化される。例えば、前記超音波画像取得装置が、スマートプロ
ーブである場合、これは、前記ユーザが撮像モードを切り替える又はスキャンを開始及び
停止することを可能にするボタンを前記プローブハウジング上に含んでもよい。
【００３７】
　他の実施例において、前記超音波画像取得装置は、中間接続装置を持ち、前記トランス
デューサアレイは、前記プローブ内に配置され、前記プローブ及び前記中間接続装置は、
中間インタフェースを介して接続され、前記中間インタフェースは、ケーブル接続中間イ
ンタフェースである。これにより、一実施例は、前記画像取得ハードウェアアセンブリが
、全ての取得ハードウェアを含む中間ボックスとして形成されうる前記中間接続装置内に
配置される場合に、提供される。中間接続装置は、前述のインタフェースを用いて前記コ
ンソール装置に接続しうる。これにより、前記プローブは、より軽量に設計されることが
でき、例えば、前記中間接続装置は、良好な無線性能のような良好な接続性能又は前記コ
ンソール装置及び前記超音波画像取得装置に対するアクセスしやすいケーブル接続ポート
を提供する特定の場所に配置されうる。
【００３８】
　他の実施例において、前記コンソール装置は、前記コンソール装置のディスプレイ上の
前記表示データを見るアプリケーションを記憶したメモリユニットを持つ。これにより、
いかなる民生品装置も、モバイルコンソールとして使用されうる。
【００３９】
　他の実施例において、前記コンソール装置は、パーソナルデジタルアシスタント又はス
マートフォン又はタブレット型パーソナルコンピュータ又はクラムシェル型パーソナルコ
ンピュータ又はコンバーチブル型パーソナルコンピュータ又はハイブリッド型パーソナル
コンピュータであるモバイルコンソールである。これら様々なタイプのパーソナルコンピ
ュータが、商業的に容易に利用可能であり、したがって、本発明に対するモバイルコンソ
ールとして機能しうる。
【００４０】
　特に、前記インタフェースは、ＵＳＢ３．０又はＵＳＢ２．０通信規格を使用してもよ
い。特に、前記インタフェースは、１０以下の導線を有するケーブルを持つ有線インタフ
ェースであってもよい。更に、前記インタフェースは、Thunderbolt（登録商標）インタ
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フェースであってもよい。
【００４１】
　本発明のこれら及び他の態様は、以下に記載される実施例を参照して説明され、明らか
になる。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】超音波撮像システムの一実施例の概略図を示す。
【図２ａ】超音波画像取得装置の及び超音波撮像システムにおける信号及びデータの処理
を示す概略的ブロック図を示す。
【図２ｂ】トランスデューサアレイ及びビームフォーマの詳細ビューの一例を示す。
【図３】プローブとして具現化された超音波画像取得装置の概略的表現を示す。
【図４】超音波撮像システムの一実施例の概略的ブロック図を示す。
【図５】超音波撮像システムの他の実施例の概略的ブロック図を示す。
【図６】超音波撮像システムの他の実施例の概略的ブロック図を示す。
【図７】超音波撮像システムの他の実施例の概略的ブロック図を示す。
【図８】超音波画像取得キットの一実施例の概略図を示す。
【図９】方法の一実施例を示す概略的フロー図を示す
【発明を実施するための形態】
【００４３】
　図１は、超音波撮像システム１０を示す。超音波撮像システム１０は、患者１２の身体
の面積又は体積をスキャンするのに使用される。
【００４４】
　患者１２をスキャンするために、プローブ１４が、提供されうる。図示された実施例に
おいて、プローブ１４は、コンソール装置１６、１８に接続される。コンソール装置１６
、１８は、図１においてモバイルコンソール１８として示される。コンソール装置１８は
、図１に示される実施例１６において配線された形で形成されるインタフェース５０を介
してプローブ１４に接続される。更に、コンソール装置１６、１８が、例えばＵＷＢ送信
技術を使用して、無線でプローブ１４に接続されてもよいと考えられる。
【００４５】
　コンソール装置１６、１８は、入力装置２８を有してもよい。入力装置２８は、超音波
撮像システム１０のユーザに入力機構を提供するようにボタン、キーパッド及び／又はタ
ッチスクリーンを持ちうる。加えて又は代わりに、他の機構は、ユーザが超音波撮像シス
テム１０を制御することを可能にするように入力装置２８内に存在してもよい。
【００４６】
　更に、コンソール装置１６、１８は、超音波撮像システム１０により生成された表示デ
ータを前記ユーザに表示するディスプレイ２６を有する。これにより、プローブ１４によ
りスキャンされる患者１２内の体積は、超音波撮像システム１０の前記ユーザによりコン
ソール装置１６、１８上で見られることができる。
【００４７】
　特に、コンソール装置１６、１８は、モバイルコンソール１８であってもよい。「モバ
イルコンソール」１８は、ユーザにより運搬されうるいかなる計算ハードウェア装置であ
ってもよい。特に、コンソール装置１８は、携帯電話、ＰＤＡ（パーソナルデジタルアシ
スタント）、クラムシェル型パーソナルコンピュータ、タブレット型パーソナルコンピュ
ータ、コンバーチブル型パーソナルコンピュータ又はハイブリッド型パーソナルコンピュ
ータでありうる。更に、コンソール装置１８は、カート支持コンソール又は非ポータブル
コンソール１６であってもよい。
【００４８】
　図２ａは、三次元超音波撮像システム１０の典型的な動作を示すブロック図を示す。ト
ランスデューサアレイ３２は、トランスデューサアレイ３２に戻る体積３２からの応答を
生成する超音波信号を発する。以下により詳細に説明されるビームフォーマ３４は、トラ
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ンスデューサアレイ３２を制御する。ビームフォーマ３４は、信号プロセッサ３６に画像
信号を提供する。信号プロセッサ３６は、それから検出された音響データ、いわゆる画像
データを生成する。画像プロセッサ４２は、前記画像データをディスプレイ２６上に表示
される表示データに変換する。画像プロセッサ４２は、表示されるべき体積３０の二次元
断層撮影スライスを作成してもよく、又は前記画像データを、ディスプレイ２６上に表示
される三次元画像に変換又はレンダリングしてもよい。
【００４９】
　最初に述べられたように、三次元画像の取得は、体積３０を通る多くの二次元スキャン
を行うことにより達成されうる。したがって、高度又は回転変位で隣り合って位置する複
数の二次元画像が、取得される。適切な画像処理、例えばシアーワープ（shear warp）に
より、関心体積の三次元画像が、前記複数の二次元画像から構築されることができる。複
数の二次元平面が取得される場合、これらは、特定の臨床的応用において大きな利点を持
つ「マルチプレーン」モードで前記ディスプレイ上に並べて表示されてもよい。４つの受
信ラインが単一の中心に配置された送信パルス場所からの同時エコーを使用する、長方形
パターンに配置された受信ラインの同時四つ組（quadruplets）をスキャンすることによ
るような、ボクセルを取得する他の方法が存在する。前記四つ組は、らせんを含むいかな
るシーケンス及びパターンに配置されることもできる。
【００５０】
　更に、いわゆる４Ｄ撮像が、可能にされてもよく、モータ付きスキャナが、前記三次元
スキャンを作成するように第３の次元において二次元撮像センサを機械的にスイープする
。代わりに、任意のスキャンライン面を使用するが、振動するモータの移動の軸により束
縛されずに三次元で電子的にスキャンすることを指す、いわゆる「ライブ３Ｄ」撮像が、
可能にされてもよい。ライブ３Ｄプローブアレイは、典型的には、１より多い次元、すな
わち、トランスデューサ素子の単一の平坦な行又はトランスデューサ素子の単一の湾曲し
た行のいずれでもなく、長方形又は球の一部のような多次元面に分布する素子からなる。
したがって、素子のこのマトリクスアレイは、スキャンラインのおおよそ任意の配置を可
能にし、これらは、典型的には、前に記載されたように、すなわち、断層撮影スライスと
して集められ、前記レンダリングプロセスにより三次元体積に変換される別個のスキャン
面にまとめられる。このマトリクスアレイ構成は、一般に、任意のスキャンラインパター
ンを構成する増大された自由、スキャンライン位置の電子切り替えが前記アレイの機械的
移動より速いことのよる取得の速度、モータなしによる低電力消費、動く部分がないこと
による高い信頼性、及び潜在的に低いコストにより、モータ化構成にとって好適である。
したがって、本発明の一実施例は、マトリクスアレイプローブを有するが、これに限定さ
れない。
【００５１】
　画像取得ハードウェアアセンブリ３１は、トランスデューサアレイ３２、ビームフォー
マ３４及び信号プロセッサ３６により形成されてもよい。しかしながら、前記画像プロセ
ッサは、画像取得ハードウェアアセンブリ３１の一部であってもよい。これは、いわゆる
拡張画像取得ハードウェアアセンブリ３８により描かれる。
【００５２】
　一般に、ビームフォーマ３４、信号プロセッサ３６及び／又は前記画像プロセッサは、
アナログ又はデジタルで実装されたハードウェア装置又は処理ユニット上で実行されるソ
フトウェア実装であってもよい。
【００５３】
　図２ｂは、トランスデューサアレイ３２及びビームフォーマ３４の概略的な詳細図であ
る。トランスデューサアレイ３２は、一次元又は二次元アレイに配置された複数の音響素
子から形成される。前記音響素子は、超音波信号を送信し、生成された応答を受信する。
トランスデューサアレイ３２は、複数のサブアレイ３５、３５'を形成する数千の音響素
子３３を有しうる。例示目的で、単に２つのサブアレイが示されている。しかしながら、
サブアレイの数は、２より大きくてもよく、例えば８でありうる。音響素子３３は、例え
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ば、正方形マトリクスとして二次元アレイに配置されてもよい。しかしながら、長方形、
湾曲、長円形、又は円形のような異なる形状が、使用されてもよく、最適なものは、主に
分析される対象及び臨床的応用に依存する。
【００５４】
　トランスデューサアレイ３２は、前記音響素子による音響パルスの送信及び受信の両方
を制御し、トランスデューサアレイ３２から信号線を通ってビームフォーマ３４に転送さ
れるサブアレイ合計音響信号を形成するためにスキャンされる媒体により生成される前記
音響応答を結合する、複数のマイクロビームフォーマ６２を持ちうる。図示されているの
は、各々が４つのマイクロビームフォーマ６２を持つ２つのグループである。しかしなが
ら、各グループ内のマイクロビームフォーマ６２の数は、４とは異なってもよく、例えば
８又は１６でありうる。特に、各々が１６のマイクロビームフォーマ６２を持つ８つのグ
ループが、存在しうる。サブアレイ３５、３５'内の各信号線は、１つのマイクロビーム
フォーマ６２から生じてもよく、サブアレイグループ出力を形成するようにサブアレイ３
５、３５'の他の信号と結合される。前記サブアレイグループ出力は、この場合、以下に
記載されるようにメインビームフォーマ６０に接続される。
【００５５】
　ビーム形成の２つの主な段階、特に、送信及び受信が存在する。送信中に、音響パルス
は、トランスデューサアレイ３２の音響素子から生成される。受信段階中に、体積３０内
のこれらのパルスからのエコーが、トランスデューサアレイ３２の前記音響素子により受
信され、増幅され、結合される。送信段階におけるビーム形成に対して、送信遅延パルサ
は、遅延された高電圧パルスを生成する。前記音響パルスは、前記音響素子により送信さ
れる。前記音響パルスは、超音波照射される媒体の三次元空間において焦点を生成するよ
うに互いに対して時間調整される。受信段階において、以前に送信された前記音響パルス
は、体積３０内の構造により反響される（echoed）。前記音響パルスが送信された時間と
前記生成されたパルスエコーが前記音響素子により受信される時間との間で、いわゆるＴ
／Ｒ（送信／受信）スイッチが、受信位置に切り替わる。音響パルスは、身体上の多くの
点から前記音響素子により受信され、受信サンプラは、小さな電圧であるアナログサンプ
ルを生成するように結果として生じる音響波の周期的サンプルを取る。前記アナログサン
プルは、次いで、受信遅延により遅延される。前記受信遅延は、静的遅延であってもよく
、これらが音響受信の過程で不変であることを意味する。前記受信遅延は、プログラム可
能であってもよく、これにより前記送信されたパルスが前記媒体内に伝搬し、前記媒体内
の連続してより深い場所からエコーを作成する間に一定のアレイ焦点を維持するように前
記受信段階中に動的に修正されうる。別々に遅延された受信信号は、合計器により一緒に
合計され、合計後に、可変利得増幅器は、時間利得補償を実行する。後の時間から前記音
響素子により受信される信号は、身体のより深い深度に対応し、したがって減衰されるの
で、時間可変利得が、要求される。前記可変利得増幅器は、出力を増大することによりこ
の減衰を補償する。サブアレイ合計音響信号は、前記信号線により送信される。
【００５６】
　したがって、トランスデューサアレイ３２は、メインビームフォーマ６０内の他の静的
又は動的ビームフォーマにより受信される複数のサブアレイ合計音響信号を生成するよう
に動的又は静的ビーム形成を提供する。メインビームフォーマ６０は、完全にビーム形成
された画像信号のセットを生成するように静的又は動的ビーム形成を実行する。したがっ
て、この応用において、「ビームフォーマ」３４は、マイクロビームフォーマ６２及びメ
インビームフォーマ６０からなる、いわゆるマスタビームフォーマを示す。したがって、
１つのメインビームフォーマ６０は、複数のマイクロビームフォーマ６２をサブグループ
化する。これにより、ビームフォーマ３４から信号プロセッサ３６への信号の数は、トラ
ンスデューサ素子の数と比較して大幅に減少されうる。
【００５７】
　カスケードビーム形成を持つこのようなトランスデューサアレイの例は、出願人により
市販されるX6-1又はX7-2型プローブでありうる。
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【００５８】
　図３は、超音波画像取得装置４６がプローブ１４として単に具現化される実施例を示す
。プローブ１４は、トランスデューサアレイ３２、ビームフォーマ３４、信号プロセッサ
３６及びオプションとして画像プロセッサ４２である全ての必要な超音波撮像ハードウェ
アを含むプローブハウジング１７を持つ。更に、プローブハウジング１７は、例えば、前
記画像取得を制御するボタン２４を持つ他の入力装置２０を持ちうる。更に、出力装置２
２が、例えば発光ダイオード（ＬＥＤ）又は複数の光源若しくはＬＥＤ２２の形で、前記
プローブに設けられてもよい。プローブ１４は、インタフェース５０を介してコンソール
装置１６、１８に接続される。図３に示される実施例において、インタフェース５０は、
有線接続である。モバイルライブ三次元超音波撮像は、したがって、可能にされる。これ
は、コンソール装置１６、１８の個別仕様モデルをカスタマイズ及び最適化する際の順応
性をユーザに提供する。
【００５９】
　図４は、超音波撮像システム１０の様々なコンポーネント並びに超音波撮像システム１
０全体内の場所及び相互作用に対する一例として概略的ブロック図を示す。
【００６０】
　既に上で説明されたように、超音波撮像システム１０は、患者１２の体積をスキャンす
るのに使用される。前記体積は、破線により概略的に示され、参照番号３０で示される。
領域は、トランスデューサアレイ３２を持つプローブ１４により検査される。トランスデ
ューサアレイ３２は、いかなる既知のタイプであってもよい。したがって、トランスデュ
ーサアレイ３２は、機械的に又は電子的にスキャンされうる一次元トランスデューサアレ
イ又は二次元トランスデューサアレイであってもよい。トランスデューサアレイ３２は、
前記超音波信号を電子信号に及びその逆に変換する。
【００６１】
　トランスデューサアレイ３２に命令するために、前記トランスデューサアレイの電子及
び／又は機械的スキャン、並びに可能であれば、領域３０がスキャンされるスキャンライ
ンの数、密度及び位置を制御するビームフォーマ３４が、存在する。更に、前記ビームフ
ォーマの超音波画像信号を受信し、画像データを提供する信号プロセッサ３６が、設けら
れうる。ビームフォーマ３４及び信号プロセッサ３６は、一緒に、超音波画像取得装置４
６の画像取得ハードウェアアセンブリ３１、例えばプローブ１４を形成しうる。
【００６２】
　画像プロセッサ４２は、信号プロセッサ３６から画像データを受信し、ディスプレイ２
６に表示データを提供する。ビームフォーマ３４、信号プロセッサ３６及び画像プロセッ
サ４２は、中央処理ユニット４７により実行されてもよい。一実施例において、信号プロ
セッサ３６及び／又は画像プロセッサ４２は、ソフトウェア実装型であってもよく、プロ
ーブ１４の中央処理ユニット４７上で実行されてもよい。しかしながら、信号プロセッサ
３６、ビームフォーマ３４及び画像プロセッサ４２のグループのうち少なくとも１つ又は
２つが、ハードウェア実装型である場合もありうる。それぞれの回路の場所は、好ましく
は、図４に示される。
【００６３】
　プローブ１４は、したがって、超音波画像取得ハードウェアアセンブリ３１の形式で全
ての必要な超音波取得ハードウェアを有する。画像プロセッサ４２は、プローブ１４の内
側では単にオプションである。これは、代わりに、前記コンソール装置及びその中央処理
ユニット４０により提供されてもよい。したがって、図４の画像プロセッサ４２は、単に
破線で描かれている。存在しない場合、信号プロセッサ３６は、このデータを、破線４３
により示されるようにコンソール装置１８の中央処理ユニット４０に直接的に転送する。
更に、コンソール装置１８のこの中央処理ユニット４０内へのソフトウェア実装の代わり
に、画像プロセッサ４２は、コンソール装置１８内にハードウェア実装されてもよい。ソ
フトウェア実装画像プロセッサ４２は、表示装置２６上で表示する表示データを提供する
ように前記コンソール装置の中央処理ユニット４０上で実行されるアプリケーション４４
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の一部であってもよい。
【００６４】
　しかしながら、拡張画像取得ハードウェアアセンブリ３８は、画像プロセッサ４２が前
記プローブ内にも存在する場合に、プローブ１４内に形成されてもよい。プローブ１４は
、プローブ１４の１以上の動作を制御する中央処理ユニット４７を有しうる。したがって
、信号プロセッサ３６及び／又は（存在する場合には）画像プロセッサ４２は、ソフトウ
ェア実装され、プローブ１４の中央処理ユニット４７上で実行されてもよい。しかしなが
ら、信号プロセッサ３６及び／又は画像プロセッサ４２は、効率性のためにプローブ１４
内に又は特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）としてハードウェア実装されてもよい。画像
取得プロセスを開始及び停止するボタンのような、プローブ１４の第１の入力装置２０は
、いかなる実施例においても、前記画像取得プロセスの単純な制御を提供するのに使用さ
れうる。
【００６５】
　更に、超音波画像取得装置４６は、前記超音波画像取得装置の動作モードを認識する認
識装置５４を有し、認識装置５４は、コンソール装置１６、１８のタイプ及び／又はイン
タフェース５０の利用可能な通信規格に依存して前記動作モードを認識するように構成さ
れる。以下に更に詳細に説明されるように、これは、前記超音波画像取得装置が、画像取
得ハードウェアアセンブリ３１及び／又は画像プロセッサ４２を少なくとも２つの異なる
動作状態に切り替えることを可能にする。これにより、特に、超音波画像取得装置４６の
電力消費及び画像取得のタイプ、例えば二次元のみ又は三次元が、変更されうる。これは
、モバイルコンソール１８及び非ポータブル又はカートベースのコンソール１６の両方と
の超音波画像取得装置１０の使用を可能にする。
【００６６】
　コンソール装置１６、１８は、認識装置５４に対するコンソール装置１６、１８のタイ
プを識別しうる認識パートナ要素５６を含んでもよい。
【００６７】
　図４から明らかなように、コンソール装置１８は、特定の超音波画像取得ハードウェア
を必要としない。入力装置２８としての入力装置、ディスプレイ２６としてのディスプレ
イ及び中央処理ユニット４０としての中央処理ユニットは、市販のコンソール装置に頻繁
に存在する。特定のソフトウェア又はアプリ４４は、この場合、ダウンロード可能であっ
てもよく、コンソール装置１８に記憶され、体積３０のレンダリングされた画像を持つ前
記表示データを見るのに中央処理ユニット４０上で実行されてもよい。コンソール装置１
８に記憶されたオペレーティングシステムは、例えば、Windowsオペレーティングシステ
ム、Androidオペレーティングシステム又はiPhone iOSオペレーティングシステムであり
うる。
【００６８】
　一実施例において、トランスデューサ３２は、電子的にスキャンされ、プローブ１４内
で更にビーム形成及び復調される複数のチャネル信号にマイクロビーム形成される二次元
フェーズドアレイマトリクス型トランスデューサアレイである。この場合、インタフェー
ス５０として、ＵＳＢ２．０及び／又は３．０規格で動作するインタフェースが、プロー
ブ１４をコンソール装置１８に接続するのに使用されうる。
【００６９】
　図５は、超音波撮像システム１０の他の実施例を示す。同様の要素は、同様の参照番号
で示され、再び説明されない。この実施例は、コンソール装置１８が超音波固有のハード
ウェアを必要としないという利点をも提供する。再び、ディスプレイ２６、入力装置２８
及び表示装置２６上で前記表示データを表示するようにアプリケーション４４が実行され
る中央処理ユニット４０は、十分である。また、インタフェース５０は、以前に説明され
たようなものであってもよく、ケーブル接続されてもよい。
【００７０】
　しかしながら、この実施例において、画像取得装置４６は、プローブ１４内に単に実装
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されるだけではない。代わりに、前記プローブは、トランスデューサアレイ３２、マイク
ロビームフォーマ６２及びオプションとして第１の入力装置２０を持つ。更に、中間イン
タフェース５２を介してプローブ１４と接続される画像取得装置４６の一部として中間接
続装置４８が設けられる。特に、中間接続装置４８は、ポータブルであることができる。
中間インタフェース５２は、ケーブル接続でありうる。しかしながら、この場合、好まし
くは、前記中間接続装置をコンソール装置１６、１８と接続するインタフェース５０は、
無線で実施される。例えば、インタフェース５０が無線インタフェースである場合、ＵＷ
Ｂ技術が使用されうる。中間インタフェース５２がケーブル接続される場合、インタフェ
ース５２は、プローブ１４に電力供給する電力線を含んでもよく、中間接続装置４８は、
中間接続装置４８及びトランスデューサアレイ３２の両方に電力供給するバッテリを含ん
でもよい。インタフェース５０が無線である場合、中間接続装置４８は、バッテリにより
電力供給されてもよい。この場合、同じバッテリが、中間接続装置４８及びプローブ１４
の両方に電力を提供してもよい。しかしながら、中間接続装置４８は、有線電力接続を備
えてもよい。
【００７１】
　図６は、図５のものと同様の他の実施例を示す。同様の要素は、同様の参照番号で示さ
れ、再び説明されない。この実施例において、プローブ１４は、メインビームフォーマ６
０、したがって、ビームフォーマ３４全体をも有する。これにより、プローブ１４のサイ
ズが、減少されうる。信号プロセッサ３６は、中間接続装置４８内に配置される。画像プ
ロセッサ４２は、まだ、中間接続装置４８内に配置されていてもよい。代わりに、コンソ
ール装置１８内に配置されてもよい。
【００７２】
　図７は、図６のものと同様の他の実施例を示す。同様の要素は、同様の参照番号で示さ
れ、再び説明されない。この実施例において、プローブ１４は、信号プロセッサ３６をも
有する。これにより、前記プローブのサイズが、減少されうる。回路により散逸される熱
の一部を生じる画像プロセッサ４２は、中間接続装置４８内に配置されてもよい。
【００７３】
　図８は、超音波撮像に対するキットの一実施例の一般的な概観を示す。既に上で説明さ
れたように、超音波画像取得装置４６は、描かれた例において、モバイルコンソール１８
又はカートベースのコンソール１６のいずれかに接続されうるプローブでありうる。した
がって、プローブ１４は、モバイルコンソール１８と一緒に、一実施例による超音波撮像
システム１０を形成しうる。代替例に対して、カートベースのコンソール１６に接続され
たプローブ１４も、超音波撮像システム１０を形成しうる。前記モバイルコンソールに対
するケーブル接続は、参照番号７４により示される破線で描かれる。カートベースのコン
ソール１６に対するケーブル接続は、参照番号７２により示される破線により示される。
結局、カートベースのコンソール１６及びモバイルコンソール１８は、プローブ１４と一
緒に、ユーザが単一のプローブ１４を異なるコンソール装置１６、１８に選択的に取り付
けることを可能にする超音波画像取得キットを形成しうる。
【００７４】
　特に、カートベースのコンソール１６は、ディスプレイ２６'及び入力装置２８'をも有
する。更に、ディスプレイ２６'及び入力装置２８'は、ホイール６８に基づきうるカート
６６により支持される。特に、カートベースのコンソール６０は、他の画像取得及び処理
ハードウェアアセンブリ７０を有しうる。他の画像取得及び処理ハードウェアアセンブリ
７０は、他の信号プロセッサ、ビームフォーマ及び／又は画像プロセッサを有しうる。こ
の他の画像取得及び処理ハードウェアアセンブリは、前記プローブ内に既に設けられた画
像取得ハードウェアアセンブリ３１（又は拡張アセンブリ３８）をサポート及び強化して
もよい。したがって、カートベース又は非ポータブルコンソール１６に接続される場合、
高機能な超音波撮像技術が、提供されることができる。
【００７５】
　特に、プローブ１４の画像取得ハードウェアアセンブリ３１に対する２つの異なる動作



(16) JP 2016-512446 A 2016.4.28

10

20

30

40

50

状態が、提供されうる。例えば、プローブ１４は、ＵＳＢ３．０又は２．０規格のいずれ
かを使用しうるように構成されうる。モバイルコンソール１８に接続される場合、通信規
格ＵＳＢ２．０が、ＵＳＢプロトコルのハンドシェイク手順により自動的に認識され、し
たがって、認識装置５４は、低い電力を使用し、二次元又はマルチプラナ画像取得「のみ
」を提供する画像取得ハードウェアアセンブリ３１の第１の動作モード及び第１の動作状
態を自動的にセットする。更に、前記プローブが非ポータブルコンソール１６に接続され
る場合、前記通信規格のハンドシェイク手順において、ＵＳＢ３．０プロトコルが、確立
され、したがって、プローブ１４内の認識装置５４は、コンソール装置１６が非ポータブ
ル又はカートベースのコンソールであることを認識する。したがって、第２の動作モード
及び高いデータ転送レートを可能にする通信規格が、認識される。超音波画像取得ハード
ウェアアセンブリ３１は、より高性能な超音波撮像、例えば三次元超音波撮像を可能にす
る第２の動作状態にセットされる。このような第２の動作状態は、より多くの電力を消費
し、より高いデータ転送レートを持つので、これは、ＵＳＢ３．０規格及び非ポータブル
コンソール１６からプローブ１４への電力線又は導線により可能にされる。
【００７６】
　図９は、本発明による方法２００の概略的フロー図を示す。
【００７７】
　前記方法は、開始ステップ１０２において開始する。第一に、ステップ１０４において
、上で説明された超音波画像取得装置１０が、備えられる。特に、超音波画像取得装置１
０は、超音波受信信号を提供するように構成されるトランスデューサアレイ３２と、トラ
ンスデューサアレイ３２を制御するように構成され、前記超音波受信信号を受信し、画像
信号を提供するように更に構成されるビームフォーマ、及び前記画像信号を受信し、画像
データ提供するように構成される信号プロセッサ３６を持つ画像取得ハードウェアアセン
ブリ３１と、前記超音波画像取得装置をコンソール装置１６、１８に接続するインタフェ
ース５０と、前記超音波画像取得装置の動作モードを認識る鵜認識装置５４であって、前
記コンソール装置のタイプ及び／又は前記インタフェースの利用可能な通信規格に依存し
て前記動作モードを認識するように構成される認識装置５４とを有する。
【００７８】
　次いでステップ１０６において、超音波画像取得装置４６は、モバイルコンソール１６
又はカートベースのコンソール１８のいずれかでありうるコンソール装置に接続される。
【００７９】
　次いで、上で説明されたように、ステップ１０８において、認識装置５４は、超音波画
像取得装置１０の認識装置５４によりコンソール装置１６、１８のタイプに依存して動作
モードを認識する。前記画像取得ハードウェアアセンブリの動作状態が、セットされる。
したがって、トランスデューサアレイ３２及び／又は画像取得ハードウェアアセンブリ３
１は、前記認識された動作モードに基づいて少なくとも２つの動作状態の間で切り替えら
れる。
【００８０】
　ここで、特定する方法は、ステップ１１２において終了する。この場合、超音波画像取
得は、特定された動作状態で行われることができる。プローブ１４が、コンソール装置１
６、１８から分離され、コンソール装置１６、１８に再接続される場合、前記方法は、も
う一度やり直し、対応する動作モードを新しく認識し、切り替える。
【００８１】
　本発明は、図面及び先行する記載において詳細に図示及び記載されているが、このよう
な図示及び記載は、例示的又は典型的であり、限定的ではないと見なされるべきであり、
本発明は、開示された実施例に限定されない。開示された実施例に対する他の変形例は、
図面、開示及び添付の請求項の検討から、請求された発明を実施する当業者により理解及
び達成されることができる。
【００８２】
　請求項において、単語「有する」は、他の要素又はステップを除外せず、不定冠詞「１
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のアイテムの機能を満たしてもよい。特定の方策が相互に異なる従属請求項に記載される
という単なる事実は、これらの方策の組み合わせが有利に使用されることができないこと
を示さない。
【００８３】
　コンピュータプログラムは、他のハードウェアと一緒に又は一部として供給される光記
憶媒体又は半導体媒体のような適切な媒体に記憶／分配されてもよいが、インターネット
又は他の有線若しくは無線電気通信システムを介するような、他の形式で分配されてもよ
い。
【００８４】
　請求項内の参照符号は、範囲を限定するように解釈されるべきではない。

【図１】

【図２ａ】

【図２ｂ】

【図３】
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